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研究成果の概要：中国の文豪魯迅はかつて仙台医学専門学校に学び、藤野厳九郎教授の懇切丁

寧な指導のもとに『解剖学ノート』を作成した。これは現在中国で国家一級文物（国宝）に指

定されているが、その研究は未だ手つかずのままであった。本研究はこれを所蔵する北京・魯

迅博物館と連携しつつ、広く市民・学生ボランティアの協力を得て、魯迅『解剖学ノート』を

解読・翻刻した。合わせて、藤野厳九郎の生涯と業績にも焦点を当てながら、藤野による魯迅

への教育指導の核心部分を確定するとともに、当時の医学教育の実態を解明した。 
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１．研究開始当初の背景 

現代中国文学を代表する作家である魯迅

は、1904 年から 1906 年にかけて、現在の東

北大学医学部の前身、仙台医学専門学校に学

んだ。仙台医学専門学では、解剖学の教授、

藤野厳九郎が、魯迅に講義筆記ノートを毎週

提出させ、加筆訂正して返却するという、極

めて熱心な指導を行った。魯迅は留学途中に

して医学を捨て、文学の道へと転向したがゆ

えに、藤野教授の懇切丁寧な指導に直接報い

ることはできなかった。しかしその熱心な指

導に深く感激し、終生忘れず、自分の書斎の

壁に藤野教授の写真を掲げて仕事に倦んだ

自分を励ましたという。そのことは魯迅自身

が後年の作品『藤野先生』のなかで言及し、

藤野教授への尽きない尊崇と敬愛の心情を



述べている。この事例は、その後に引き起こ

された日本と中国の不幸な歴史のなかで心

温まる日中友好交流のひとこまとして記憶

され、また日本における最初期の留学生教育

の証として語り継がれてきた。 

しかし魯迅が医学から文学へと転向した

経緯については未だに十分な解明がなされ

たとは言えず、仙台医学専門学において魯迅

が作成した講義筆記録『解剖学ノート』は、

中国で国家一級文物（国宝）の指定を受けな

がら全く手つかずのままであり、中国国内で

数度刊行された魯迅全集にも一度として収

録されたことはなかった。 

魯迅という人間の進路を決定的に変更さ

せることになった経緯を解明するには、単に

歴史的事実の実証的研究ばかりではなく、文

学者としての魯迅の業績を詳細に分析し、跡

付けることによる魯迅のアイデンティティ

意識の実存的な検討が必要となるのであり、

それは作品と史実との両面にわたる徹底し

た内在的検討を加えることによって初めて

可能となろう。こうした問題の前進的解決を

めざして、仙台在住の多方面にわたる研究者

らが魯迅研究プロジェクトを組織し、その成

果を『魯迅と仙台』（東北大学出版会、2004

年、増補改訂版 2005 年）として発表するこ

とによって、医学教育史的・作品論的に斬新

な知見を示しつつ、魯迅研究に新たな可能性

を開拓した。これは中国北京・魯迅博物館の

高い評価を受け、その斡旋で中国大百科全書

出版社から中国語訳が刊行されることにな

った。またこの中国語版の刊行を記念して、

東北大学、魯迅博物館、在中国日本大使館、

仙台市の共催、ならびに中国人民大学、朝日

新聞社の後援による国際シンポジウム「魯迅

の起点：仙台の記憶」（1995 年 9 月 27・28 日、

北京・魯迅博物館）が開催された。シンポジ

ウムのタイトルは、中国の偉大な文学者であ

る魯迅が、医学を捨て文学者の道を歩み出し

たのが留学先の仙台の地においてであり、仙

台が作家としての魯迅のその後の輝かしい

進路の起点となった土地であったことを念

頭に置いている。 

以上の経緯を受けて、2005 年 10 月、東北

大学は、魯迅『解剖学ノート』のレプリカお

よびそのデジタル複製版（CD）を魯迅博物館

から贈与されることとなった。国家一級文物

（国宝）の指定を受けている『解剖学ノート』

は、これを所蔵保管する魯迅博物館の研究者

であっても、自由に接して活用することはで

きなかったものである。 

魯迅が仙台医専で藤野厳九郎から解剖学

の教育を受けた明治期末期は、わが国医学界

でドイツ解剖学書の優秀性が認識され、ドイ

ツ医学書が定着した時期に該当する。当時、

日本国内では系統的な解剖学書は出版され

てはいたが、実習書はまだ世に出ていなかっ

た。ではこの時期、医学生の初期教育は具体

的にはどのように行われていたのか。当時の

カリキュラムはどうであり、授業はどのよう

に進められ、当時の先端研究はどのように伝

授されていたのか。――これらのテーマを具

体的かつ詳細に明らかにした研究は殆ど例

がない。魯迅の『解剖学ノート』は、この時

代の解剖学を中心とした医学生の初期教育

の実態がどういうものであったかを詳細に

記録する極めて貴重な史料でもあり、その正

確な解読・翻刻は、こうした医学教育史研究

の欠落を埋めるだけではなく、今日の医学教

育のあり方を検討する上でも貴重な示唆を

与えるものである。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、魯迅『解剖学ノート』を

解読・翻刻して全面的な学術的利用に向けた

基盤整備を行うとともに、特に魯迅にとって

大きな意味を持つことになった藤野厳九郎



の教育指導を確定して、その医学教育史上の、

またそれを踏まえて魯迅の精神史上の意義

を明確にし、今日における留学生教育への指

針の一端を導出するところにある。 

藤野厳九郎の医学・解剖学教育の核心部分、

特に魯迅をして藤野を生涯の師であると言

わしめた教育方法、精神を具体的かつ詳細に

解明し、今日の留学生教育に生かす教訓を探

ろうという構想そのものが内外の研究史で

およそ考えられたことはなかった。ここに本

研究の学術上の特色、独創性がある。 

そもそも日本教育史の中で極めて興味深い

実例を示している『解剖学ノート』の解読そ

のものがほとんど未踏の領域であり、この巨

大な分野を制覇することは学術的に極めて重

要な足跡を残すものであるが、本研究はさら

に踏み込み、魯迅という人間が現代中国作家

としてあまりにも偉大であるがために従来看

過されてきたテーマ、すなわち無名の一留学

生が当初の意図の変更を余儀なくされること

によってまさに人類の貴重な財産を生産して

ゆくという逆説的な過程を解明し、新たな見

地から教育の果たすべき機能の一端を再検討

することをめざした。 

 
３．研究の方法 

東北大学は魯迅博物館との協定によって、

学術利用に関する限り、魯迅の『解剖学ノー

ト』の写真挙示、また解読・翻刻を自由にで

きる立場にある。これを総合的に研究するた

めに、本研究グループは中国文学研究者だけ

でなく、解剖学者、教育学者、情報学者等を

擁し、大学から委嘱を受けるというかたちで

『解剖学ノート』の解読・調査・研究にあた

った。さらにまた、『解剖学ノート』は漢字カ

タカナ混交で多数の作図を含み、全 6 冊 900

頁と浩瀚なものであるため、多方面の分野の

研究者、有識者、愛好家らに呼びかけ、市民・

学生のボランティアを含む解読チームを組織

した。およそ 30 名からなる解読チームはさら

に小グループに分かれて、『解剖学ノート』の

それぞれの冊子を担当し、各グループが随時

進展状況を確認し合いながら作業を進めた。 

解読・翻刻では紙ベースのものと共に、比

較検索を容易にするため、デジタルバージョ

ンを同時並行で作成した。そしてこれらを紙

ベースのものだけではなく、CD に収め、情報

を電子化することでその活用可能性を拡大し、

魯迅の研究者ならびに愛好家等、一般のアク

セスが可能なようにした。 

藤野厳九郎の生涯・業績・教育方法に関し

ては、福井県あわら市の「藤野厳九郎記念館」

と連携して藤野厳九郎の遺品を含む関係資

料を調査し、藤野厳九郎が仙台医学専門学校

を退職した後に郷里で開業医をしていた当

時の関係者に聞き取り調査を行った。また東

北大学が所蔵する当時の医学教育・カリキュ

ラム等に関係する資料等を調査した。 

以上の研究遂行を円滑に進めるために、研

究分担者、連携協力者、市民・学生ボランテ

ィアを交えて随時研究打合せを行った。さら

に中国北京・魯迅博物館、上海・魯迅記念館

等の関係施設と連絡を取り合い、情報を交換

するとともに、研究の進め方等について検討

した。 

 
４．研究成果 

魯迅『解剖学ノート』については、魯迅の

地の文だけではなく、それへの藤野厳九郎を

中心とする第三者の手入れを逐一具体的に解

読しつつ、術語訂正の具体例や『藤野先生』

で言及されている解剖図に対する訂正の性格、

措辞修辞、句読点への訂正、ニュアンスの補

足、内容の詳細化、臨床に関する注意事項、

ラテン語やドイツ語の訂正、名称の補足等を

具体的事例に即して検討し、魯迅に多大な感

動を与えた藤野の教育方法とその精神の核

心部分を明確にした。その際、同級生小野豊



三郎の解剖学ノートと比較して魯迅『解剖学

ノート』の随所に見られる省略、簡略化を補

い、原典ならびに当時刊行されていた解剖学

翻訳書と照合することによって、魯迅『解剖

学ノート』の記述のそもそもの出所、従って

また藤野厳九郎の解剖学が依拠した原典を特

定した。これに付随して、魯迅｢解剖学ノート｣

の構成、当時の仙台医学専門学校のカリキュ

ラム、授業方法、採点評価方法等を調査研究

した。以上によって魯迅『解剖学ノート』へ

の藤野厳九郎の添削内容ならびに教育指導

の特質を包括的に跡付けた。 

『解剖学ノート』の一冊にして藤野厳九

郎の添削が最も多く見られる『脈管学ノー

ト』に関しては、翻刻・デジタル化作業を完

了し、その成果である『魯迅 医学筆記《脈管

学》』を東北大学 100 周年記念事業の一環と

して刊行した。この図書には日本語・中国語

による解題も附した。これは魯迅『解剖学ノ

ート』の医学史・医学教育史上の意義を内

外の研究史上初めて本格的に論じるものと

なった。 

 藤野厳九郎が母校の愛知医学校でどのよう

な医学を学んだのか、藤野の研究成果にはど

のようなものがあり、その水準は当時の学界

でどのような位置にあったのか、またその生

涯はどうであったのか、等を、藤野厳九郎記

念館（福井県あわら市）ならびに東北大学所

蔵の原資料を調査し、また生前の藤野と交渉

があった関係者に聞き取り調査を行って、藤

野の日常生活や家庭環境等をも含めた多角的

な視点から解明した。それによって藤野厳九

郎の人物像が包括的に浮かび上がり、魯迅と

藤野との交渉の在り方が、単なる師弟の関係

を超えた人間的・実存的レベルから明らかに

なった。 

以上の研究成果をとりまとめ、『藤野先生

と魯迅』（東北大学出版会、2007 年）として

公刊した。またこれを中国語に翻訳して中国

で出版した（华侨出版社、2008 年）。 

 以上の調査研究の他に、東北大学 100 周年

記念事業の一環として、平成 19 年 8 月に特

別展示「藤野先生・魯迅・東北大学」を、9

月にシンポジウム「魯迅と東北大学の留学生

教育」を関係機関と協力して開催した。また、

平成 20 年 2 月に開催された国土交通省東北

運輸局主催の「魯迅展」に最新の知見をもっ

て協力した。さらに平成 20 年 9 月には中国・

西安市の西北大学で学術シンポジウムを行

い、また同校においてパネル展示「魯迅と仙

台」を行った。 
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